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中国の宋朝は、唐の後半期から五代にかけて200年以上続いた武人の主導する時代に終止符を打ち、文治
政治を確立した王朝として知られる。しかし同時に遼、西夏、金、元の北方非漢族国家に対しては軍事力で劣
勢に立たされ、宋一代は漸次版図を失う過程でもあったことから、「積貧積弱」「重文軽武」という評価がなされ
てきた。一方で、この時代は「唐宋変革」論が世界の学界で議論されているように中国史上の大きな画期とさ
れ、東アジア世界が新たな歴史段階に入ったとして「宋近世論」などさまざまな見解が提示されている。本論文
は、こうした学界状況のなかで、宋代の軍制や武人を対象にその歴史評価の再検討を行った研究である。
論文構成は、序論である「はじめに」、本論部分 6 章と附章および結論の「おわりに」から成る。以下、内容を
簡単に紹介する。
「はじめに」において論者は、宋代が中国史上でどのように位置づけられ評価されてきたかを「積貧積弱」とい
う用語を手がかりに考察し、南宋以来のこの言葉が、近年は肯定否定の両面から論議されているとして、主に
軍事面を指す「積弱」の検討が本論文の課題の一つになるとする。また「祖宗の法」とよばれる基本国策のうち
軍政面では「崇文抑武」「重文軽武」「強幹弱枝」「内外相維」などがあげられているが、やはりこれらの実態の
解明が必要であるとして本論文の大きな枠組みを示す。
第一章 『宋史』兵志の評価とその「史源」 は、本論文が使用する諸史料の史料学からの検討であり、とくに
基本史料とする元朝編纂の『宋史』兵志が、主として宋代に作成された「国史」に基づくことを再確認し、ときに
その史料源と見なされる『文献通考』は、同じく「国史」に拠っているが『宋史』兵志と直接の因果関係はないと
結論づける。第一章は附章の『宋史』兵志正誤 とともに本論文の基礎となる史料論の部分である。
第二章 北宋禁軍における禁軍の兵力分布について―仁宗治世を中心として、第三章 同―神宗治世を中
心として は、まとまった史料を残す『宋史』兵志から詳細な禁軍配置の様相を復元し、「強幹弱枝」と「内外相
維」の体制を確認する。その際、従来あまり注意が向けられなかった禁軍の配置区分を、監察区画である一般
路に加え、軍事路である安撫司路が設定されている場合にはそれを基準として区分し、より正確な事態の把握
を目指す。また唐以来の都に手厚くする部隊配置の「強幹弱枝」策は、中心と周辺の兵力バランスを図ることで
兵乱を防ぐ「内外相維」策と矛盾するとの疑問を挙げる。確かに首都圏である開封府界とその周辺である京畿
路では、開封府界が倍の駐屯部隊をかかえ兵力バランスは崩れているが、さらに大きく沿辺といわれる国境地
帯の路とそれより内側の兵力分布をみると、そこには「内外相維」が貫徹される様子が窺えると述べる。同様の
兵力分布の傾向を示す仁宗、神宗朝であるがそこに兵力縮小という明らかな差異が見て取れる。仁宗期の禁
軍が北宋初め以来の軍制の最終局面であるのに対し、神宗期は軍事予算の限界などから新たな禁軍体制を
築かねばならない状況に立ち至っていたからである。その打開策が「将兵制」の施行であるが、残念ながら本
論文では「将兵制」の検討には及ばなかった。今後の課題である。
第四章 北宋禁軍における「異族兵」について は本論文中やや異色の部分である。従来、国境沿いの非漢
族で構成される蕃兵についての考察はあったが、正規の禁軍に編入され独自の軍額をもった部隊への論及は
殆どなかった。本編が初めての専論と言ってよい。北宋初めは北方政権との交戦が続き、宋側に捕虜、帰順し
た北族兵によって「異族兵」が構成されたが、戦闘の機会が減るに従い兵士の補充が難しくなり、神宗朝には
軍額の大半が廃止されたとする。北朝、隋、唐の軍事力は騎馬遊牧系諸族に負うところが大きく、ソグド人やサ
ダ軍の存在も近年注目されている。そのような非漢族軍事力が、漢族政権として自覚的な宋代になるとどうなる
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のかという観点からこの問題を捉えなおすと、本章の研究史上の意義は大きいと思われる。
第五章 北宋の換官制について は、「重文軽武」が北宋において実際の国策であったか否かを検討する。
換官とは、武官から文官、文官から武官に変ることであり、それが「換官法」「文武換官格」として成文化されて
いることを指摘し、その規定の復元を試みる。とくに一般には見逃される文官から武官への変換の実例を抽
出、検討し武官には服喪の規定がないなど、いくつかの要因がそうした換官を後押ししたと述べ、文から武へ
の移行が特殊な例でなかったことを述べる。ただし換官法の対象は文武ともに中下級官僚であり、政権中枢に
あっては古代以来の「入りては相、出でては将」すなわち宋朝も同一人物が政府内では宰相、戦争となれば将
軍として出陣する例は枚挙にいとまなく、その場合は取りたてて換官を問題とすることがない。しかしこれは文
武未分化の故ではなく、文治支配が徹底的であったからという時代の特色を表している。いずれにしても宋代
は「重文」ではあったが「軽武」とは言えず、国策としての「重文軽武」の存在は否定される。
最後の第六章 北宋における武将の婚姻について は、史料上に現れた武将の婚姻相手を皇室、武将同
士、士大夫、庶民に分けて検討し、皇室との通婚が皇室にとっては武将の竉絡と掣肘、武将にとっては外戚の
地位の獲得による勢力の維持という相互の利益によって維持されたことをいう。文治政治のもとで「科挙官僚世
家」が幅をきかし、また武将間の婚姻は朝廷に警戒されたが、代々互いに婚姻関係を結び「将門」とよばれる存
在も稀ではなく、ここでも「崇文抑武」が国策であったということはできないと結論する。
文官支配を徹底した宋朝は、唐代に見られる大きな兵乱もなく、劣勢な軍事力を経済と文化の力で補い、北
宋南宋を通じての 300 年にわたる統治期間は、前漢後漢の 400 年余りに次ぐ長期政権であった。そのために
日本における宋代史研究には軍制研究が極端に少なく、専著はごく最近刊行された1冊を含め2冊しかない。
一方、中国では近年、研究者の層が厚くなったとはいえ解明を待つ課題は多い。そのなかで本論文は静態的
な軍制研究を一歩進める動態的な軍政研究を展開することで、学界に一石を投ずることになろう。
ただし問題点も少なからずある。大きくは扱った時代が北宋に限られ、それも大部分が神宗朝までである。南
宋軍政は手つかずにある。その南宋では中興功臣の武将たちの孫が典型的な文人士大夫として史料に出現
する事例が散見する。文の優位をどのように理解するか、依然課題は残る。また本論文は軍政を対象にする研
究であるが、当時の武官、武将、武人などの用語の分析が十分とは言い難い。
とはいえ、これらは社会史研究の視角をさらに深化させることを含め、今後に論者に残された課題であり、研
究のさらなる展開が期待される。よって本論文は博士（文学）の学位を授与するに値すると判断する。
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